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　今年生誕１００年を迎えた新美南吉の童話「木の祭り」
では、木に咲いた白い花の一つ一つにホタルが止まり、
ホタルの光で初夏の一夜を祭のように過ごす様子が幻想
的に美しく描かれています。この話に限らず、ホタルは
古くから物語や歌、童話に登場し、私たちの暮らしにと
てもなじみの深い生き物です。淡い光で多くの人の心を
癒し、魅了してきました。 
　人々に愛されてきたホタルも、生活が便利になるにつ
れて、幻想的な光を見ることができる場所は減ってしま
いました。ホタルが生息するにはきれいな水環境が不可
欠です。豊かな自然環境に生息するホタルは「環境のバ
ロメーター」といえます。 
　阿久比町では昭和５８年から「ホタル飛びかう住みよい
環境づくり」を目指し、町内に生息しているヘイケボタ
ルの発生状況や生態などの調査研究を行っています。今
年もヘイケボタルの生息分布調査を６月の下旬から小中
学生をはじめ多くの皆さんの協力を得て行いました。（調
査の結果に基づく分布図を次ページに掲載しています。） 
　６月２１日と２２日には、ふれあいの森ホタル養殖場を夜
間開放して「ほたる観察会」を開きました。２日間で約
２,１００人が来場し、訪れた皆さんは専門員の説明を聞く
とともに、淡い光で美しく乱舞するホタルに見入ってい
ました。また、６月２５日に東部小学校で行われた「ホタ
ル成虫観察会」には、約８００人の来場者があり、こちらで
もホタルの美しく幻想的な光を見ることができました。 
　さらに、ふれあいの森体育室では６月８日から２３日ま
で「ほたるポスター作品展」を開催しました。ホタル保護
を啓発するポスターを小中学校の児童・生徒から募集し、
選ばれた優秀作品１１７点を展示しました。（４・５ページ
では最優秀作品1点と優秀作品１０点を紹介しています。） 
　人々の心を癒してくれるホタルの光を絶やさないため
には、普段からの行動が大切です。例えとしては、ゴミ
を拾う、ゴミのポイ捨てをしない、川を汚さないなどが
挙げられます。一つ一つは小さなことですが、一人一人
が続けていけばホタルを守り、自然環境を守ることにつ
ながります。 
　これからも、町全体で保護活動に取り組み、幻想的な
ホタルの光を後世に残すことができるように努めていき
ます。 

ふれあいの森「ほたる観察会」 

東部小学校「ホタル成虫観察会」 

ほたるポスター作品展の来場者とアグピー 

　初夏の訪れを告げるかのように
淡い光を放ちながら飛ぶホタル。
今年も町内の各所で美しい光の舞
を見ることができました。 


